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経営力向上支援事業の進捗状況について 
 

１ 要旨・目的 

経営力の高い担い手が生産の大部分を占める力強い生産構造への転換を目指し，担い手の経営発

展意欲の醸成を図り，企業経営への転換に向けた支援に取り組んでいるこの事業について，進捗状況

を報告する。 

  

２ 現状・背景 

現在，企業経営体の育成に向け，家族経営から常時従事者を受け入れた経営への転換を経て，農場

長などの中間管理職を配置する経営，更には，生産・営業・販売等の体制を整えた組織へと成長させ

るというプロセスの実現を支援している。 

成長過程での経営体の課題は様々であり，担い手が着実にステップアップするためには，各発展

段階に応じた支援体制の充実が重要である。 

 

３ 概要 

（１）ひろしま農業経営者学校 

担い手の経営の発展段階に応じて，経営スキルの習得，経営ビジョン等の作成などを目的とし

た講座を６コース実施している。 

 

ア 対象者，事業内容，スケジュール等 

コース 対象者・事業内容 定員 スケジュール 開催場所 

経営発展 

チャレンジコース 

対象：開催地域の若手農業者 

内容：経営者としての心構えや経営理念

の重要性を理解し，自身のライフ

プランを作成する。 

60名 

（各 10名） 

10/26～ 

（２日間） 

① 北広島町 

② 安芸高田市 

③ 庄原市(高野町) 

④ 庄原市(東城町) 

⑤ 福山市 

⑥ 神石高原町 

経営発展 

実践コース 

対象：経営発展チャレンジコース受講者 

内容：財務，雇用など経営発展に必要

に経営スキルを習得し，経営者と

しての経営計画を作成する。 

30名 

（各 10名） 

11/30～ 

（６日間） 

① 北広島町 

② 庄原市 

③ 福山市 

課題解決コース 

対象：前年度の経営発展実践コース修

了生 

内容：経営計画の実行に必要な課題解

決能力を習得する。 

10名 

（実績６名） 

７/７～ 

（６日間） 
オンライン 

先進経営視察 

コース 

対象：企業経営への発展を志向する農

業者 

内容：先進経営体での視察研修を通し，

経営指針書を作成する。 

夏期：３名 

（実績３名） 

冬期：４名 

夏期：７/14～ 

冬期：12/８～

（７日間） 

広島市及び現地 

企業経営コース 

対象：企業経営の実現を目指す農業者 

内容：企業から企業経営のマネジメントを

学ぶ。 

15名 
12/上 or１/下 

（２日間） 
広島市 

経営開始コース 

対象：新規就農者，就農予定者 

内容：経営初期に必要な基礎スキルを

習得する。 

20名 
11/８～ 

（６日間） 
広島市 

 

イ 予算（単県） 

30,241千円  
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（２）企業経営実践支援（チーム型支援） 

企業経営の実現を目指す経営体に対し，人材育成や予算・実績管理などの重点課題に絞り，その仕

組みづくりや効率的な運用に向け，経営コンサルタントの派遣支援を実施している。 

ア 対象者，事業内容，スケジュール等 

（ア）令和３年度新規分 

対象者 市町 栽培品目 事業内容 スケジュール 

Ａ 北広島町 水稲，施設野菜等 ・各経営体において，コンサルが，

代表者や役員，従業員それぞ

れに対し，会社の良い点・悪い

点，自身の役割等に関するヒアリ

ングを実施 

・ヒアリング結果をもとに，人材育

成や予算・実績管理に係る今後

の取組を提案 

５/28～ 

(12回/経営体) 

Ｂ 呉市 施設野菜 

Ｃ 世羅町 落葉果樹 

Ｄ 世羅町 落葉果樹 

Ｅ 庄原市 施設野菜 

Ｆ 庄原市 酪農等 

 

 （イ）令和２年度からの継続分 

対象者 市町 栽培品目 事業内容 スケジュール 

Ｇ 安芸高田市 施設野菜，水稲等 

・前年度導入した人事管理制度

等の運用状況を確認するととも

に，制度の導入効果を高めるた

めの助言を行っている。 

５/12～ 

（４回/経営体） 

Ｈ 安芸高田市 施設野菜，水稲等 

I 江田島市 施設野菜 

Ｊ 神石高原町 水稲，繁殖牛等 

Ｋ 庄原市 露地野菜等 

Ｌ 世羅町 酪農等 

 

イ 予算（単県） 

   13,583千円 

 

（３）アグリ・フードマネジメント講座（農業ＭＢＡスクール） 

県立広島大学と連携し，イノベーションを生み出すための経営戦略等を考える講座を開催する。 

ア 対象者 

  経営発展を目指す農業者，アグリ・フードビジネスに関心のある方等 

  定員：20名 

 

イ 事業内容 

  ゲスト講師からコロナ禍等における新時代のマーケティング戦略を学んだ上で，クラウドファ

ンディングにより新しい商品やサービスのプロデュースを支援している（株）マクアケの協力のも

と，農産物等を使った新商品開発を実践する。 

  受講料：10万円/人 

 

ウ スケジュール 

10月 30日（土）～３月６日（日）のうち 12日間（53時間：１日３～６時間） 

 

エ 予算（単県） 

   3,578千円 

 



  



  



  



 


